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査読について

本号に収録された論文のうち、石田圭子、海老根剛、柿木伸

之、梶原将志各氏の論文は、 2017年9月11日に大阪大学中

之島センターで開催されたシンポジウム「シアトロクラシー

—観客の美学と政治学」における口頭発表に基づく。本号

への寄稿にさいしては、シンポジウム司会の田中均をふくめ

た5人での輪読および編集委員による査読を行った。

井上由里子、田之頭一知、土田耕習各氏の論文は、編集委員

による査読を行ったc
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『a+a美学研究』は、美学の知をより多くの方々と共有できること

を目指しています。新しい研究を紹介する学術雑誌としての機能を

保ちながら、美学への理解を深めたい学生にとっても、芸術に興昧

のある読者にとっても、知の道標となるような特集をこれから祖んで

いきます。捨てられないように、 1冊の本のような価値のある冊子に

してゆきます。大阪大学美学研究室は、この雑誌の糎集にあたって、

コミュニケーションの様態への関心から、知の内容だけでなく知の

形式についても反省をめぐらし、見出された知見がいかに社会のう

ちに漫透していくのか、重要と思われる事柄がいかに社会のうちに

共有されるのか、美学の思考をそこまで駆り立ててみたいと思います。




